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「目的」今後、高齢化社会の多様陛の一つに自立的活動度の高い高齢者の存在を見る。

これら高齢者と食生活および食の伝承との関わりについて探ることを目的とする。
　「方法」埼玉県新座市の６公民館高齢者講座参加者へ留置法によるアンケート調査を行い

男17、女69、計86名の調査結果より分析した。調査時期は1995年10月～12月である。

　「結果」調査対象者は、平均年齢、男71.4i5.7歳（61~81）、女70.4i6.5歳（60~86)、出身
地、29都道府県、内埼玉県は男6名、女12名、計18名（20.9％）、一人暮らし、男0，女

12名（14.0％）、労研式醗腫l力指標平均男12､Oil. 7、女12.3il.Oであり、自分が調理担

当は、男2、女53、計55名(67.0％）であった。普段の夕食の代表的料理に、野菜・いも

の煮物、魚料理、みそ汁、肉料理が多く食され、得意料理も野菜・いもの煮物が多く、次

いで、てんぷら、サラダ、和え物、まぜご飯、フライ、キンピラなどであった。高齢者自

身が日本の伝承料理を学んだ元は、母親から60.5％、本・雑誌から37.2％、新聞から・講
習会から（共に15.1％）、学校から14.0％で、伝承料理や我が家の味を次世代へ伝えてゆ

くことが食事の栄養バランスに役立つとする率64.0％、食文化に関すること（箸使いやマ

ナーなど）を次世代へ伝えてゆくことが次世代の食生活を豊かにすると考える率73.2％、

また、次世代や若い人たちに伝えたい料理がある率36.0％と食の伝承に関わる意識が高い

結果であった。次世代や若い人たちに伝えたい料理は、野菜・いもの煮物（伝えたい人31

人中51.6％）、漬物（25.8％）、赤飯・和え物（共に19.4％）である。伝承について話す

のは60.5％、次世代へ教えるのは46.5％の人が生きがいとなると考えていた。
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｛目的｝高齢化が進む社会の中で、核家族化、価値観の多様化により独居、老夫婦だけの世

帯が増してきている。そこで、高齢者が多く集まる施設を対象に高齢者の食習慣や健康につ

いて、その実態を把握し、今後の栄養改善方策を模索することを目的で検討した。

　［方法］①調査対象は、健康な65歳以上の高齢者264名､男性112名､女性152名。②調査方
法は､対象者に健康調査表とアンケート用紙を渡し､自己記入方式。③調査内容は､健康状

況､食生活と食事調査（連続する３日間）を実施。④統計処理はデーターベースシステム
　（Ver.5）とロータス1-2-3を使用。⑤調査時期は６月～９月。［結果］1.現在の生活状

況：①家族構成は､独居老人29名(11%）.核家族96名(36X）、複合家族139名(53%）で、複

合家族が多く有意差が認められた。②楽しみとして、どの世帯の老人もテレビ･ラジオ94名

(36X)、また読書･新聞も多かった。2.健康について: ①健康と答えた者は88%､形態別では
複合家族の老人に多く119名(86%)､独居老人も多かった21名(76%)。健康だが足腰が弱い、耳
が遠い､目が見にくい､高血圧､歯が弱いなど身体の異常を訴える者は56%であり、家族形態

別では耳が違い､眼が見にくい､高血圧などの症状は複合家族の老人に多く、足腰が弱い､疲れ

やすいは独居老人に見られた。②歯は､全部自分の歯と答えた者27%,一部義歯64%,全部義

歯が8%。義歯で食べにくい食品は､するめ､ビーナ｡ツツ､漬物など。
3.食生活について：①食欲がある老人は9 7%で､食事を１日３食規則正しく取っていた。

②現在の食事に満足している老人は53. 4%,形態別ではどの世帯の老人も満足していた。ま
た、食事内容の改善を希望する老人は13.3%と少なく, 85%は現状のままで満足していた。
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